
議案第２１号

長久手市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

【出産育児一時金】

健康保険法等に基づく保険給付として、健康保険や国民健康保険などの被
保険者またはその被扶養者が出産したとき、出産に要する経済的負担を軽減
するため一定の金額が支給される制度。
産科医療補償制度に加入している分娩機関での出産の場合は、出産育児一

時金の本来分に加え、加算分として産科医療補償制度の掛け金分が支給され
る。

●支給額
現 行：42 万円
（本来分 40 万 8千円＋加算分 1万 2千円）

改正後：50 万円
（本来分 48 万 8千円＋加算分 1万 2千円）
＊本来分の金額は国民健康保険条例で規定
加算分は国民健康保険条例施行規則で規定

出産育児一時金支給実績
出産育児一時金 H30 H31 R2 R3

件数（件） 42 42 26 41

支給額（円） 16,841,106 17,576,000 10,904,000 17,183,120

増減額（円） － 734,894 -6,672,000 6,279,120

増減率 － 4.36% -37.96% 57.59%

資料３

【改正内容】

出産育児一時金の支給額について

健康保険法施行令の一部改正（令和５年４月１日施行）に伴い、出産育児
一時金（本来分）の金額を引き上げる。

48 万 8 千円
(本来分)

1 万
2千円
(加算分)

支給額
50万円

改正後

40 万 8 千円
（本来分）

支給額
42万円
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1 万
2千円
(加算分)

令和５年２月２８日
福祉部保険医療課


